
本シンポジウムは、パンデミック禍の我々の暮らしに焦点をあてて、海外連携校とともに開催します。

閉ざされる境は、物理的移動や人との接触の制限による社会的文化的影響を表現しています。  
例えば、ハグの禁止やマスクの強制、人種差別、経済格差の拡大、医療崩壊、ロックダウンや入国制
限などによってどのような影響があったのか、制限の中で何かおかしい、あるいは不正義だと感じた
こと、痛みやストレスや不満について取り上げます。

つながる技術は、制限中に経験したポジティブな側面について論じます。どのように他の人とつな
がり、時間や言葉やアイデアを共有したのでしょうか？

共に創る未来では、物理的・社会的・文化的境界を超えて共に創る未来を論じます。これから何に
挑戦したいですか？10年後の社会はどのようになっているのでしょうか？予想や希望を共有します。

大学の世界展開力強化事業オンラインシンポジウム

「COVID-19禍の世界」
閉ざされる境 、つながる技 術 、共 に 創る未 来

VIRTUAL

　下記のURL 、もしくは右の QR コードにアクセスし、参加登録フォームの入力をお願いします。登録確
認後、ビデオの作成や提出方法、シンポジウムへの参加方法についての詳細をメールでおしらせします。
https://forms.gle/VF81KDfoKxVW14cW9
＜問い合わせ先＞ 鹿児島大学グローバルセンター ： info@gic.kagoshima-u.ac.jp 

3月9日
2021

鹿児島大学主催

＜参加者登録>　

ゲストスピーカー：野崎慎仁郎氏　
WHO西太平洋地域事務局
事務局長室管理官（法務・危機管理担当）

＊講演は英語、日本語概説付き。質疑応答は日英いずれも可

＜プログラム＞
セッション1  ウェブ上でのビデオ発表とコメント（鹿児島大学と連携大学に限定）
・2-5分の動画を作成、言語は英語（名前、所属大学、タイトルはテキストで挿入）
・ビデオ提出期限　２月末日まで 
・ビデオの提出先　info@gic.kagoshima-u.ac.jp
・公開日　３月３日から３月末までウェブサイトにてビデオ閲覧・コメント投稿可

セッション２　オンライン・シンポジウム (一般公開)
・３月９日　15時－18時 
・特別講演：「WHO西太平洋地域のCOVID-19の状況とWHOの対応」


